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香美市の赤ちゃんに『木のギフト』をプレゼントしています！

『木のギフト』のプレゼントを希望される方は、新生児訪問の際にお渡しする
パンフレットまたは、香美市ホームページ内の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政係　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

『木のギフト』のプレゼントを希望される方は、新生児訪問の際にお渡しする
パンフレットまたは、香美市ホームページ内の特設ページをご覧ください。
【問い合わせ先】農林課林政係　☎５２ー９２８３  　rinsei@city.kami.lg.jp

香美市産材木製品 募集中！

「かみんぐBABY木のギフト」は、令

和９年度にリニューアルを予定して

おり、事業に参画してくださる事業

者、新たに製品ラインナップに加え

る香美市産材木製品を募集していま

す。詳細は、「かみんぐBABY木のギ

フト」特設ページをご覧ください♪

◆募集締切：９月３０日 (水)

◆対象：県内に本社、支社、事業所
　　　　を置く事業者

『木のギフト』お便り紹介

ゆずちゃん

　｢せっかくの機会なので、出来る限り

長く使用できるものを！」と変化いす

を頂きました。座ったり、机として使

ったり、台として立ってみたり、１歳

の今でも、さまざまな使用方法があっ

て、嬉しそうに使っています。素敵な

贈り物をありがとうございました♪
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祈りと願い
　

人
は
誰
し
も
、
物
質
的
な
豊
か
さ
だ
け

で
は
な
く
、
心
の
充
足
を
求
め
て
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
神
仏
へ
の
祈
り
で
あ
っ
た
り
、

ひ
そ
か
な
願
い
で
あ
っ
た
り
す
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　

人
が
心
の
奥
底
に
持
っ
て
い
る
、
灯
火

の
よ
う
な
想
い
を
形
に
し
た
平
面
作
品
を
、

当
館
の
収
蔵
品
の
中
か
ら
選
び
、
紹
介
す

る
展
示
で
す
。
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８月２２日 (土) ～１０月１２日 (月・祝)

時　間：９時～１７時  (入館は１６時３０分まで)

場　所：香美市立美術館  展示室

休館日：毎週月曜日
※ ９月２１日 (月) ～２３日 (水) は祝日のため開館し、
　 ９月２４日 (木) は休館します。

※ １０月１２日 (月) は祝日のため開館します。

入館料：一般４００円
※ 市民の方は無料 (住所が確認できるものをご提示ください)

【関連企画】場所：展示室

・館長または学芸員による作品解説

　会期中毎日曜日　１４時 ～
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俳
句
・
短
歌
の
投
稿
方
法　

▼
投
稿
方
法
は
自
由
。
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
俳
句
は
偶
数
月
、
短
歌
は
奇
数
月
に
掲
載
し
ま
す
。

掲
載
月
の
前
月
の
１
日
ま
で
に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
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遠
雷
や
橋
急
ぎ
ゆ
く
浜
の
人

　

雷
は
、
積
乱
雲
に
よ
り
起
こ
さ
れ
る
空
中
の
放

電
現
象
。
ふ
つ
う
、
電
光
や
雷
鳴
、
豪
雨
を
含
め

た
現
象
が
雷
で
あ
り
、
夏
に
最
も
多
い
。
作
者
は
、

海
辺
の
近
く
で
、
遠
く
響
く
雷
の
音
を
耳
に
し
た
。

空
を
見
上
げ
る
と
、
今
に
も
雨
が
降
り
そ
う
な
気

配
、
浜
の
人
は
走
っ
て
橋
を
渡
っ
て
行
く
。
そ
の

情
景
を
写
実
的
に
詠
ま
れ
た
、
詩
情
豊
か
な
一
句
。

◎
季
語
：
遠
雷
【
夏
】

あ
じ
さ
い
の
藍
極
ま
れ
り
走
り
雨

　

走
り
雨
で
濡
れ
た
、
碧
い
紫
陽
花
が
今
を
盛
り

と
咲
い
て
い
る
。
そ
の
景
を
「
藍
極
ま
れ
り
」
と

詠
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
紫
陽
花
の
美
し
さ
が
際

立
つ
静
謐
な
一
句
。
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植
田
の
苗
が
育
っ
た
田
が
青
田
で
あ
る
。
強
い

太
陽
の
下
で
青
々
と
広
が
る
田
は
、
色
彩
的
に
も

美
し
い
。
吹
き
渡
る
風
が
青
田
風
。
青
田
風
が
吹

く
と
同
時
に
飛
び
立
つ
白
鷺
の
群
れ
。
そ
の
一
瞬

を
鮮
や
か
に
詠
ま
れ
た
一
句
。

◎
季
語
：
青
田
風
【
夏
】

せ
い
ひ
つ


